
第 149回 学長定例記者会見          

第 1４９回 学長定例記者会見 

 

 

日時：令和 4年 9 月 28 日（水）14：00 ～ 14：30 

場所：広島大学 霞キャンパス 臨床管理棟 3 階 大会議室 

   ※ テレビ会議システムによる配信は行わない 

※ YouTube による録画配信を実施 

 

 

 

 

【発表事項】 

  １．2024年に向けた広島大学 75＋75周年事業について 

1－１ 広島大学 75＋75周年事業 キャッチフレーズおよびロゴマーク 

の決定 

 

１－２ 創立 75+75 周年記念「広島大学弁当」を発売 

広島大学ゆかりの食材を詰め合わせました  

売上の一部は広島大学基金へ寄付 

 

 

 

  ２．広島駅前に「広島大学 きてみんさいラボ」を 10月 16 日に開設します 

 

 

 

 

 

【お知らせ事項】 

  １．広島大学教員が東広島市と連携して『未来を担うこどもの育ちサポート』

研究を開始 

 

 

 

 

 

■次回の学長定例記者会見（予定） 

    日時： 令和 4年 10月下旬 

場所： 広島大学 霞キャンパス 



 

第 149 回  学長定例記者会見 発表事項 1-1   

 

 令和 4 年９月 28 日  

 

 

広島大学 75＋75 周年事業キャッチフレーズ  

およびロゴマークの決定について  
 

 

 

 

1874 年（明治 7 年）創立の白島学校を最も古い源流とし、1949 年に新

制大学として発足した広島大学は、140 有余年にわたり多くの人材を輩出し

てきました。来る 2024 年は広島大学の創立 75 周年であり、その前史であ

る 75 年も加えると 150 年という節目の年に当たります。  

 

本学では、この度、周年事業の一環として、キャッチフレーズおよびロゴマ

ークを作成しました。  

キャッチフレーズ「漕ぎ出せ混沌の海に  走れ創造の彼方へ」は学内募集及

び広報・広告の専門家の意見を参考に決定しました。  

また、ロゴマークについては、本学マスコットキャラクターとして親しまれ

ているひろティーと 75 周年を掛け合わせ、本学の歴史を再認識するデザイン

となっています。  

キャッチフレーズとロゴマークを名刺や広報誌、グッズ等に積極的に活用し、

75＋75 周年事業を広く発信していきます。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】  

広報室   

Tel：082-424-4383 

E-MAIL: koho@office.hiroshima-u.ac.jp 

 



１．広島大学75＋75周年事業キャッチフレーズ

■全学向けキャッチフレーズ

１－１．日本語版 漕ぎ出せ混沌の海に 走れ創造の彼方へ

※ー100年後にも世界で光り輝く大学へー と併せて使用

１－２．英語版 Row out into a sea of chaos; go beyond the horizon of creativity.

■入試向けキャッチフレーズ

２－１．日本語版 まかしんさい、広島大学に

２－２．英語版 Trust Hiroshima University



２．広島大学75＋75周年事業ロゴマーク

１－１．キャッチフレーズなし

１－２．キャッチフレーズあり ２－２．キャッチフレーズあり

２－１．キャッチフレーズなし ３－１．キャッチフレーズあり

デザイン１使用用途：名刺 デザイン２使用用途：広報誌、ポスター、
パンフレット、グッズ等

デザイン３使用用途：垂れ幕、
ロールアップバナー



第 149回  学長定例記者会見 発表事項 1-2    

 

 令和４年９月 28 日  

 

創立 75+75 周年記念「広島大学弁当」発売  
広島大学ゆかりの食材を詰め合わせました  

売上の一部は広島大学基金へ寄付  
 

広島大学は 2024 年に創立 75 周年、最も古いルーツの白島学校創立から 150 周

年を迎えます。  

それを記念し、広島駅弁当 (株 )と共同で「広島大学弁当」を開発しました。  

現役学生が広島大学ゆかりの食材について調査。越智学長と相談し、弁当として

使用できる食材を選択。広島らしい料理も加えました。  

広島大学と㈱村上農園共同開発の「マルチビタミン B12 かいわれ」を使った「お

浸し」、広島大学生と豊栄町の地域おこし協力隊が共同開発した「菜の花サラダソル

ト」ご飯、デザートには広島大学と㈱にしき堂が共同開発した「八朔銘菓  せとこ

まち」のほか、「オタフクソース」等の広島大学ゆかりの食材を使った料理等。加え

て、カキフライ、あなご飯等の広島県の名物料理も。  

掛紙には、イラストレーターのカミガキヒロフミ氏による広島大学のキャンパス

を描いたイラスト「知のワンダーランド」をベースに、こちらもカミガキ氏による

「フェニックスマーク」をあしらいました。  

また、蓋を開けると、広島大学ゆかり食材の説明と広島大学の概要についてのチ

ラシが同封されています。  

大学内の行事、学会、同窓会等での利用を期待しています。  

売上の一部は７５ +75 周年を記念した広島大学基金に寄付されます。  

 

■商品概要  

名称：広島大学弁当  

価格：１，６２０円（税込）  

販売開始日：２０２２年 10 月 16 日～２０２５年 3 月 31 日  

購入方法：広島駅弁当 EC サイト（https://www.s-ekibento.jp/）  

     広島駅構内売店（予定）  

     広島駅弁当営業部  で受注  

 

【商品画像】商品      掛紙             学生の試食の様子  

           

 
【お問い合わせ先】  

基金室    

 畑尾、勢原  

TEL:082-424-6132 FAX:082-424-6179 

 

 

https://www.s-ekibento.jp/
tel:082-424-






 

第 149 回  学長定例記者会見 発表事項 2   

 

令和 4 年９月 28 日  

 

 

広島駅前に「広島大学  きてみんさいラボ」を  

開設します  
 

 

  広島大学は、JR 広島駅の南口に完成したオフィスビル「広島ＪＰビルデ

ィング」にサテライトスペース「広島大学  きてみんさいラボ」を開設し、

10 月 16 日（日）に開所式を開催します。  

きてみんさいラボは、広島大学の教育・研究成果及び情報発信の場として

活用し、地域と本学を結ぶ大きな可能性を秘めた施設として、多くの方にご

利用いただきたいと考えております。  

 

具体的な活動内容（予定）：  

  ○教育  

・研究成果の発表  

    ・公開講座（中・高校生向け、一般向け  等）  

    ・セミナー（研究成果発表、企業向け、サイエンスカフェ  等）  

    ・大学発ベンチャー創出を目指す研究者や学生によるピッチ  

イベント等の会場  

  ○広報  

    ・大学案内、入試情報の提供  

    ・各研究科等の広報資料の展示、出版会の出版物の展示  

    ・産学連携商品、広大発ベンチャーの商品等の紹介  

    ・広報グッズの販売  

  ○健康相談  

  ○コワーキングスペースとして開放（イベントのない時間帯）  

 

座席数：２８席（平常時）  

     イベント等での使用  ２０席〜３０席  

 

開業予定日  ：令和 4 年 10 月 16 日（日）  

開館予定時間：午前 9 時〜午後 8 時（年末年始を除き、年中無休予定）  

開所式    ：令和 4 年 10 月 16 日（日）11 時〜  

 

 

 

【お問い合わせ先】  

学術・社会連携部  一木  

Tel：082-424-5860 

E-MAIL:gakujutu-strategy@office.hiroshima-u.ac.jp 

 



＜参考：きてみんさいラボのイメージ図＞  

 

 

 

 

駅側  

 

 

 

 

 



 

 

 
 



 

第 149回  学長定例記者会見 お知らせ事項 1  

 

令和 4 年 9 月 28 日  

 

広島大学教員が東広島市と連携して『未来を担うこどもの  

育ちサポート』研究を開始  

～理論と実践の融合による東広島市の幼児教育・保育の質の向上を目指して～  

 

 

 

広島大大学院人間社会科学研究科附属幼年教育研究施設（幼研）は、子育て

支援に力を入れる東広島市保育課と連携し、保育士と行政、研究者が一体とな

って保育の質向上に取り組む「未来を担うこどもの育ちサポート」を開始しま

した。専門家が保育所などの現場に出向いて現状や課題を調査・分析し、アド

バイスします。  

広大幼研のスタッフと、連携する県内の大学教員が外部アドバイザーとして、

市内の保育現場を訪問し、8 月 24 日の研修会には、市内約 60 施設の保育施

設長たちが参加しました。幼研の七木田敦教授は、昨年度に先行して実施した

施設でのアンケート結果などを紹介しました。  

東広島市は昨年度、この取り組みにより、「こども環境学会・自治体施策奨

励賞」を受賞しました。今後、東広島市の子ども主体の保育への転換などを目

指したアクションプラン（行動計画）を市と連携し研究をさらに進めて参りま

す。  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
【お問い合わせ先】  

教育学系総括支援室   

畠堀  

TEL:082-424-4684  FAX:082-424-3478 

 

 


